
実践報告

協個旧りなコミュニケーシヨン活動を通して

表現や理解を深める授業の工夫
~ライティングとビア・リーディングの活動を通して~

A Rep0辻 on c011aborauve Learning to Develop AbⅡities of Expression and comprehension

~ the practice of peet Response 血 Writing ActlV此ies and peer Reading ~

英語科加藤理礁

要

本稿は、授業の中に協働的な学習の場瀬を設定することを通して、学習者の基礎'基本の疋濳を図

り、表現する力や理解する力がより高まるよう試みた実践を報告するものである。表現する力の育成

を促す恊働的な活動として、ここではスピーチと教平ド書本文読後の発展的なライティング活動の実或

を、理解する力の育成を促す協働的な活動として、ピア・リーディングの美践を報告する0

スピーチの実践では、原稀H乍成のプロセスの中に協働的な学習の場面を設定し、学習者同士がお互

いに英語表現を教え合0たり真似、たり、内容に鬨するアイディアを広げたり、文章の赫成を意識した

りできることを男指した。また、スピーチ発表前にりハーサルを設けることで、態度や姿勢、発音や

リズム等、相互に他者からより良い発表に向けて学び合えることを期待した。

教科腎吋ヌ文読後の発展的なライティング活動の突践では、 3R (Reduce, Reuse. Recycle)の視点で

自分のオリジナルのアイディアを老えるという課題を設定し、そのアイディアを話し合ったり表現し

たりする恊働的な学習の過程の中で、学習者が探究的な姿勢をもって禽分の伝えたい内容を表現しよ

うとすることを目指した。

ピア.リーディングの実践では、スローラーナーを含む学習者同士が互いの力を発揮し、協力し合

うプロセスを通して、読んだっもり、理解したっもりの舒訥早からより理鯛吃深めることができるよう

に、推論発問を設定することでより深い読みを促す課題を工夫した。

このような恊働的な学習のプロセスを通Lて、他者から表現の工夫のしかたや理解の過程を学び、

教え合ったり新たな学びに気づいたりしながら、基礎・茶本の定着を図るとともに自律的な学習者と

なっていくことを期待した。

キーワード:協働恊同ピア・レスポンスピア・リーディング 11齢倫発問

拶訂動的女ニミュニケーション活動を通して衣現や霞解を深める授業の工火

1.本校の生徒の実態

本校の生徒は、長期闇に渡る海外での生活経験がある掃国子女もいれば、英語を苦手とするスロー

ラーナーもいる。中学入学の時点で、英検準Ⅱ吸、 2級を耳噺与している生徒もいれば、小学校での外

国語活動の体験のみという生徒もいる。小学校での外国語活動も、出身小学校によ0て様々であり、

中学才交入学1時で既に生1走たちの英宗輔奨誓歴には差がある。 1つのクラスの中において英語の学力差が

ある中で、どのようにしてスローラーナーに笥御添い、英語を得愆とする生徒を生かし、生徒全体の

学習の定着を図るかという課題力や常にある。そこで、その誤"遜を少しでも改善するには、ペアや少人

数グループによる協働的な学習活動を取り入れ、英語の学力差がある生徒同士か教え合い学び合う1勿

はじめに
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ることで、スピーチの内容を膨らませようとしたり、相手(聴衆)にとってわかりゃすぃスビー

チになるよう意誥したり、スピーチの内容を理解できるように聞こうとしたりする意欲を高める。

、お互いの発表を聞き合うことを通して、刺激を受け合い、気づきゃ学びを得ながら自分の発表を

振り返り、次の活動への意欲をさらに高める。

4 単元の展開

第]時本単元のアウトラインを確認する。

モデル文を読み、人を紹介するときに使う表現を習得する。

紹介する人について文を智《。

第2時 VTRのスピ{チを聞き、その内容にっいて理解したり、スピーチの仕方を学んだりす
る。

陶分が紹介する人にっいて英語でぺアで伝え合い、紹介された人にっいておπいに芋瓢

で質問し合いながら、スピーチ原稿を膨らませていく。(本時)

第3時まとまりのある一貫した文章と途中で話題から逸れまとまりに欠けた文章の比較を通し

て、文のつながりゃ構成について学ぶ。

文のっながりゃ構成を考え、人を紹介する英文を発表用にまとめる。

第4・時スピーチを発表する。

スビーチを聞いてその内容を理解したり、質問したり意見を言ったりする。

自己評価をし本活動を通して学んだことを振り返る。

5 本時の学習

(D 本時のねらい

①VTRのスビーチや相手の伝える英文を聞いて、これまで学習した内容を活用して質問しょう

とする態度を身にっけたり、どのような質問ができるか考えたりする。

②質問されたことに答えたり、相手が伝える好きな人物にっいての英文を朋いたりすることを通
して、スピーチ原稿の内容樹膨らませる。

(2)学習の展開

導 0挨拶

入 0ぺアでの口頭練習

主な学習内容と活動

0モデル表現の発音練習

O ALTのスビーチのνTRを視聴する。

・スピーチについて質問に答えながら内容を

理解する。また、内容について質闇する。
・スビーチの際に意識すべき点を確認,・る。
0これまで学習した内客を活用した質冏文を

確認する。

0園分が紹介する人物についての英文をぺア
に伝える。

・開き手は、紹介された人物について質問寸
る。

屡

開

0自分が質問したことや箸えたことをワーク
シートに書く

・これまで学習した内容を活用 Lて、自分の貝
合について挨拶を返すよう促・J・。
・これまでの学習事項の後習となる英文をぢ.え、
定着を図る
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0スビーチ原荊を加笵・修正する。

指導上の工央・配懲

・スビーチで使えそうな表現を紹介する。
・身近な ALT の VTR を通して、剛きたいとい

シ愆歓を謬'める。

・メモを取りながらf蛸き、内容に0いての質1拐
ができるように促す。

0

0

・アイコンタクト等の伝える姿勢にっいてでき

るだけ意散させる。

・やり取りした内容を記録させながら、話すだ

けでなく、俳くことでさらに既習出項を定着さ
せる。

,相手からの質問や相手が伝えた内容に恕趣さ

れて原鴨を膨らませたりしてノ旧築・修正する。

ま
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う感想がかかれている。
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お茶の水女子火学附属巾学疑紀要第綿染捻01心

6 ふりかえり

スビーチ原稿作成の途中段階で行ったぺアでの発表と、それにっいての質疑応答を通して、元の原

稿に英文を加えることができた生徒が多く見られた。たとえぱ、「好きな有名人の職業は何かj「歌

は上手いかJ 「かっこいいか」等の質問を受け、"she works as (a) singer and (an) actress. she is not

CO01. Butshe is cute. she is a very good singer."と既習の表現を用いながら、より詳しく多くを伝え

ることができていた。また、本番の発表後の感想、には、「りハーサルの時、隣の人に『もう少しゅっ

くり』と言われた。確かに速過ぎていたので、普段(から)気をっけたい。でも、本番までに練習し

て改善できたのが良かった。」「英語力の低かった私には、単語の並びゃ発皆勃ゞおかしかったりして大

変だった0 発音は、特に、英語が得愆な00ちゃんに教えてもらったり、クラスメイトと協力できた

と思う。」「どんどん書き直していってわかりゃすくしたので、だいぶ理解してもらえたかしら?」月象

習では、文を何回も普き直したりして工夫できたと思う。それなりの結果が出たと思う。」「練習の時

にお亙いあまりできていなかった所を今日の発表で生かせたことが良かったです。」のように、発表

までの過程で、ペアやグループでの学習を通して、御問からの質問や助言をもとに、あるいは、真似

て取り入れたりして、英文の原稿の内容を深めたり、話し方の速度や発音、気持ちの込め方など相手

に伝わる伝え方を、仲間から学び、表現を高めていこうとする姿が多く見られた。

本章では、平成24年11月に突施された本校教育研究協議会での公開授業を含めて 10~ 11月

に行った第2学年対象の「The3Rsin Germany 狐dJapan」の授業実践を報告する。この授業は、教

利'齊本文を読んだ後に、3Rの視点に立って自分のオリジナルのアイディアを考える発展的なライティ

ング活動の実践である。

1 題材・単元名 The 3Rs ln Germany and Japan

2 題材・単元のねらい

本単元は、ドイツから来た転校生が、日木語の「もったいない」という言葉に感銘を受け、クラス

メートにドイツでの 3R (Reduce, Reuse, Recyde)の実例を紹介し、それに対し日本人のクラスメ

トが日本の3R の実例を紹介するという内容である。生徒たちには、「もったいない」という発想、と

俗分たちの身の回りの「もったいないもの」について改めて見っめ直す機会を持たせ、その無.駄をな

くすための解決策を膚ら考えることを通して、環境問題にっいての問距意識を高めたい。

この課では、新しい言語材判・として動名詞、 SVO0、 why ~? Because ~.を学習する。 wby~?

Because ~を用いて理由を尋ねたり、答えたりすることを含め、 2年生になって学智した接続詞 that

を用いた lthink 血at~.や助動詞、前課の新出事項であった不定詞などを用いて、 3R の視点で身の

回りの課題について自分の考えを伝える場面を設定し、既習事・項を使って実際に表現できてぃると生

徒自身が実感できるようにしたい。

3 題材・単元における「探究の楽しさ」が学びを駆動する工夫

本単元においては、次のような工夫をし、「探究の楽しさ」が学びを駆動するようにしたい。

0身の回りの「もったいない」や3Rについて考える場面を設定する。

0 ドイツや臼本での 3Rの実例にっいて、教科・芯Hこ載っているもの以外の例を知り、興味.関心を高

Ⅲ授業実践報告②
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める。

0身の回りの現状から、「もったいない」と思うような無"駄なものは無いか考え、課題を見っけ、そ

の課題を解決するにはどんな解決策があるか、3Rの視点で自分のオリジナルのアイディアをぢえさ

せる。課題を見っけ、その課題を解.夬するアイディアを話し合う過程の中で、探究的な姿勢を養いた

い。

0これまで学習した文法事項や語粂を用いて、向分の伝えたい内容を表現しようとする姿勢を身にっ

けさせたい。発表では、お互いの4静課豊かなアイディアを知り、課慧を追究したり、自分なりのオリ

ジナルのアイディアを生み出す活動を通して、互いの独創的な発想を共有し認め合うことの楽しさを

感じることができるようにしたい。このような発表活動が、生徒たちにとって、課題意識を持ったり、

課題を追究したり、表現することが楽しいと感じる体'験となることを期待したい。

4 題材・単元の展開

第1時教科'書Lesson6A (動名詞の導入)

第2時教科誓lesson 6 A (3R や「もったいない」という考え方を理解する0)

第3時教科書Lesson6 B (SVO0 の導入)

第4時教チ平書Lesson6 B adイツでの取り組みを理解する。)

第5時教弔H芽Lesson 6 C (why ~? Because ~.の文の導入)

第6時教利,脊Lesson 6 C (日本での取り組みを理解する。)

第7時3R のオリジナル・アイディアを考える(3Rの実例について英文を聞いたり読んだりし、

身の回りの「もったいないもの」にっいて老え、無'駄を減らす肉分なりの觧决策を 3R

の視点で考える。)(本時)

第8時3Rのオリジナル・アイディアを発表する

5 本時の学習

(D 本時の目標

①Why~? BeC飢玲e ~,等の既習事項を用いて相手に尋ねたり、質問に答えたりできる0

②既習事項を活用して、 3Rの実例にっいての英文を聞いたり、読んだり、齊いたりすること

ができる。

③身の回りの「もったいないもの」にっいて考え、無,駄を減らす由分なりの停"夬策を 3R の観

点で老えることができる。

(2)学習の展開

協働的なコミュニケーション活動を通して表現や理解を深める授業の工火

●あいさつ

●、V註rm up
030 sccon山 Chat

0教科'"LC総on6の内容の後習

(QⅡCSⅡons and Answcrs)

主な学習内審と活動

玲5

●「も0たいない運動」や3 R の実例につい

て知る。

●牙の1回りの「も0たいないもの」を探 L、
無駄をなく t方法を苛える。

股

定

●身の回りの「も0たいないもの」と無,弘を

なくす解決策をぢぇ、どのように解決したら

よいか内分の昔えを英,捕・で女現寸、る。

・これまで学習したことを後習しながら、既習

湃項を用いて会話司、るように促す。

指導上の工夫・配慮

.生徒が「へえ」「なるほ E」と感じたり、典

味を抱くような伊上櫛嬰ぶようにする。

・いく 0か例を挙げながら、例がなかなか兄つ

からない生徒にも「なるほど」と感じさせ発想

を促せるように寸る。

・伝えたい内容を1托ぞ門U姪を用いて太現寸、るよ
うに促t。

・このあとで芥0 で苛え、女現する際に、参"

導
入

深
題

課
題



お茶の水女子大学附属小学校紀讐第嶋染伐01心

●途中経過の段階をぺアで伝え合い、加笹修
正し、次回の発表に佛える。

5 協働的な学習における授業者の工夫と授業の実際(第7時を中心に)

●小さいユニツト=学習班での話し合いの充実

英文原希H乍成の途中の段階で、ペアや4人グループで内容を紹介しお互いに質疑応答をすること

で、さらに解決策の内容を膨らませようとしたり、相手 U憾衆)に伝わる英文になるように表現や構

成、内容の工夫を意識したり、相手の原稿から活用できる表現等を学んだり、お互いに助け合って伝

えたいことをどのように表現したら良いか考えたりしながら、より良い原稿を作成できるように高め

合うことを期待した。

●自分の考えを持って話し合いに臨む

ペアや4人で紹介し合う前に、自分なりの觧決策を考えることができるように、教利ξ"本文の内容

理解の後、毎授業で「向分が知っている3Rの例は何か」「『もったいない」ので白分の家で行われて

いる取り組みは何か」等の問いを投げかけ、英語で答えさせる課題を設け、倒分の身近な問題として

意識づけるように工夫した。また、教科脊に挙げられているもの以外の例を紹介し、生徒が発想を広

げ向分の考えを持ちゃすいようにした。

@根拠をしっかりと述べる

3Rのオリジナル・アイディアを老え、英文を鶏K 際、いきなり沓K のではなく、「何が課題なのか」「な

ぜ問題なのか」を肉問する過程を設け、問題として取り上げる根拠をしっかりと述べられるように工

夫した0 その上で、その問題をどうやって解決するのかをのべ、肉分の提案の必要性を主張できるよ
うにした。

●話し合った後、必ず個に戻る

ペアや4人グループで途中段階の英文原稿を紹介し、質疑応答し合った後、受けた質問や助言を生

かしたり、他の発表から活用できる表現や発想を取り入れたりできるように、加筆・修正しながら原

稿を完成させる段階を路めるよう工夫した。

になるようなモデル文を捉示tる

・ペアで亙いの発恕の鋭さやおもしろさに気d

き合い、課題を追究寸る楽しさを感じられるよ
うな場面を設定寸る。

・伝えたいことを英語で伝えきれない部分をど
う表現したらよいか協力して話し合いや寸い雰

囲気を作るようにする。

本章では、平成25年11月に実施された本校教育研究協議会で公開した第3 学年対象の

住nteresting Lang噸ges」の授業実践を報告する。本授業は、ピア・リーディングを通してより読解

を深めることをねらった実践である。

1 題材・単元名 Lesson6 1nterestin8Langua8es

2 題材・単元のねらい

本単元は、学校図沓TOTAL ENGL玲H の Lesson6 「1ntelest山g L釦guage」を扱ったものである。

この単元では、アメリカでカウチソファを futon、バーベキューコンロを hibachi と呼ぶように、 E本

語が英語になって単語の意味が変わった例や、イギリス英語のnrsta0ω・が日本やアメリカでは「2

Ⅳ授業実践報告③
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階(seC如daoor)」に相当する例が挙げられている。本実践事例では、この教科'沓本文の内容を詰ま

えて授業者が作成したオリジナルの英文を読み、和製英語が本来の英語とは述うことやアメリカ英語

とは異なる意味のイギリス英語があることを理解し、英文を日本語訳するという表面的な理解ではな

く、内容そのものを正しく理解できるよう促したいと考えた。また、外国人が理解するには説明が必

要な日本語にっいて、鬨係代名詞を用いて説明するといシ活動を通して、関係代名詞の疋澗を図ろう

とした。そして、様々な具体例を通して言語の多本側生やことぱのおもしろさへの興味'関心を商めた

いと考えた。

この単元は7時問配当で行った。ここでは、第3時の授業にっいて紹介する0

3 題材・単元における「探究の楽しさ」が学ぴを駆動する工夫

思考.判断.表現力を育てる授業づくりを目指す上で、協働的な恬動を通して生徒同士の気づきゃ

学び合いを促し、理解を深め表現を高めようと考えた。また、生徒の協働的な活動がより活発に行わ

れるように、【課題設定】【課題追究】 1表現】の場面を設定し、以下のように工夫した0

【課題設定1 課題文(P玲9の枠内の資料・参照)を読み、内容にっいての問いに谷える。単純に日本語

訳をすれば意沫が分かる英文ではなく、「なぜ?」「なるほど 1」と疑問や納得が生まれるような課題

文や、本当の意味で内容が理解できているかどうかを問う発問を工夫するよう試みた。また、外国人

にと。ては説明が必要な、単純に日本語から英語に変換できないような日本語を挙げさせ、関係代名

詞を用いて英語で説明する活動への動機付けとしたいと考えた。

n果題追究】課題文の問いの答えをグループで確認、し、なぜそうなのか根拠を共有しながら、課題文

の内容理解を深める場面を設定した。また、外国人に説明が必要な日本語を、グループで鬨係代名詞

を用いて英文にする活動を行った。協働"机こ解決する場面を設けることで、例えぱ、海外での生活経

験があるような生徒を生かして、英語の理解度や言語"山文化的な背卸点畍成に差がある生徒同士が、

他老と意見を交流ざせることでより深く的硫に理解したり表現したりできることを期待した。

【表現】ペアやグループ、クラス全体等で他者と互いに表現し合い伝え合う場面を設定し、表現でき

た逹成感を味わ。たり、共有することでさらに理解を深めたり、呈蔀見の鵬を広げたりできるように工

夫した。また、言語の多様1生が題材となっているこの単元の中で、帰国生の体.験や知誠を活かしなが

ら、言語の多ぢ側生や言葉と文化への関心を高め、理解を深めることを期待した。

4 題材・単元の展開

第1時関係代名詞姻的1制

第2時 Lesson6 A Taku'sspeech・- The Me3ningsofword$

第 3時 Let's lhlnk about The Meanln部 of words (本H寺)

群S4a寺 Lesson6 B Nana'sspeech ・-An〕erican andBritish English

第5時関係代名詞(接傑惑柳

第6時 Lesson6 C Maya'sspeech-sumimasen in En郵ish

5 本時の学習

(1)本時の目標

①課題文を読み、和製英語が本来の英語とは述うことやアメリカ英語とは異なる意味のイギリス

英語があることを理解し、内容を正しく理解する。

②外属人が理解するには説明が必要な日本語にっいて、鬨係代名詞を用いて説明する0

③具体的な例を通して言語の多様姓やことぱのおもしろさへの興味・関心を筒める0

協鋤的なコミュニケーション活動を通して表現や理解を深める授樂の工夫
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お茶の水女子大学附属中学校紀饗柴嶋染他01り

(2)指導展開

0島いさ0

O warming,UP
' 30 SOC0口ds C11a{

' LCSSO" 6 Aの彼青1 (Quosti0口S end AOS、Yers)

主な学習内容と活動

0課題文を焼む
・ワークシー

司、る。

0課題文を絖む(グループで)
・グループでワークシートの制いの等えを漸謡忍

しながら、なぜそうなのか桜拠を北打しながら、
課鼬文の内容理解を深める。

(佃人で)
トの問いに響えながら内容を理解

07ークシートの問いの特えをクラスで碇認、共
有寸、る。

0他の例を挙げてみる。
・"囲人が理解寸るには説明が'、要な、小.純に

E本語から英譜に意味変換できないような日木語
を挙げる。

,これまで学習したことを後習しながら、既武""項
を捫いて会話Lたり発旨したりするように促す。

0英語で説明tる。
・外圃人が理解するには説明が必要な日水語に

0いて、関係代名詞を用いて説明ナる文を鶴K。(個
人で井く)

単純にⅡ本語訳をすれば意昧が分かる英文ではな
、「なぜ?」「なるほど」と疑問や紬得が生まれるく

ような課題文を与えるように工夫する。
・英文をn本語に訟寸だけではなく、本当の意味で
内容が理解できているかどうかを問う発問を土夫す
る。

指挙上の工夫・配礁

0グルーゾで共イitる。
・グループで典心し、裳現しきれない部分を亙

いに教え合い修正寸、る。
0クラスで典有tる。

・右、グループで画用邪Uこι夕き、!'駅版に貼る。

以下に、課題文と設問の一部を示す。

・課題文で出てきた例以外の帖幽生の体験郁を共打
L、言菜の多様性にっいて理解や関心を深める。

・課題文を逓して旨語の多啓H生に気dき、外劉人の
立場に立0て日本詰をふり返り、外国人には説明が
必聾なn本祐が島ることを意誠させる.

・測係代名詞を含めた艇習喫項を活用するように促
"と。

・女現できた逮成感を味わったり、共有することで
さらに理解を深めたり、表現の幅を広げたりできる
ように促す。

138

こ確的<深
自
り

に
ょし

、
決解的働

す
協
促こ

プ
ら
、
ワ

一
が
よ

ル
な
う

グ
い
合

合
し

表
現

課
鼬
設
定

課
題
追
究

表
現

課
題
設
定

課
題
追
究



※本授業で使用した読み物教材(授業者オリジナル)

6 i凸、,(互)夏nteresting f-a11gLlages1_"'きSS()11

徐舶di"01 汰の和火(Ka刈0)とトム(Tom)の対話文を前バで、あとの確1いに答えなさい。

Tonl camc to joP且Ⅱ 1且5いVcck. Tom き"d Kazuo arc shopping in a dcparlmcnt store
Ka乙UO: H0Ⅶ,is your stay in Japan?

1'm cluoying my stay.Tom

Kazuo:1 have somcthi11g lo b11y roday_ハVa川 10 bⅡy a notcbook, a 血計P pcncil and S11ilajiki,
Tom : SI〕imjiki? W1操r5"S11itnjiki"?

Kazuo: HO、v do you sny "shilajiki" in Englis!1?、,vnit a minutc. 1'Ⅱ 10ok up* fho 、vot(1in a 61Cli01旧ry
"S11itajiki,""shitajiki,"..._.. 1 Can't find 小C I、,ord in a diclionafy. um..,"S11ilnj牡ki is a plaslic
S11Cct W11ich we lay* U霊dど Writing papcr. we ⅡSo it 、¥hen 訊,e 、vritc somこ小in韮 in "ot01〕ooks,

Wc don、1 牡Se suC11 a p!きSlic S11ect in our c01"〕try,T0111 :1 Sec.

Rea11y'1 D0れ'1y0Ⅱ USC "shi和jiki" i" your coU川ぎy?Kazuo:

: NO, wc don'キ USC "shltajiRi、"T01τι

i thoug11t "shilajiki" iS Ⅱged a11 0vcr lhc world.KaZ牡0:

Kaz{10, you said you 、vould buy a S11arp pc"cil. Y011 Can buy a st玲nge pcncilin japaD. 1S theToln

Pcncil safb lo ttsc?

Kn2UO: YCS,it is. A S11a中 Poncilis vety convCηi引lt A sharp pencilis a P引I W蔀C11 Wc can usc inSιCad of
a pcncil. 1110oks likc a ba11Poi11t pe11. 1,vo k1抑Ck t11e hcad of thc pon, and 伽C lead* comcs out
臼om thC 紅P* of血C pcn

丁om : oh, tl)c pen is a pTOPC11in宮 PC11Cil! 1n AmcriC丑,小C pen is ca11ed mccha11icalponcil."
Kazuo:"sharp peljcil" i51六 an E11gliS11 、vord, i$ ir? How intcrcsli乳容!
Tom : Ycal〕、 Lal]gⅡago is vory intcrcsling. KOZⅡ0,、ve can buy stalioncry on thc six

noor、、vhcre iS 11W lin?

Kazuo; Lin? SOTry, thcre 討C 110t li「ts i11 」aP田Icse deP3rlmcnt st0比, can y0ミ1 gcl on a li介 in a dopar[m引11
Sloro m y0Ⅱr coun11y?

Tom : YCS_、vc can. oh,10ok! Hore's an escalal0τ, Lct'S Eo t0111C stationcry depadm以1〔*!

柘"司的なコミュニケーション澗'動を通して喪現や別解を深める授業の工夫
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●グルーブやクヲスで他の人から学んだことをメモしよう。

後期a o)

<注> 10ok 11P :調ぺる

depadmcnt:り'り場

{OU"十ionI1
①和夫が辞、苫で「、F敷き」を凋べたとき、なぜ畔寓に載クていなか0たのですか。

トムはシ十ープペンシルをどんな物だと思0たと弩えられますか。
③和夫とトムの会話の中で、話がかみ合わないままになうている箱所がありま寸。それはどん

な場而でtか。なぜそのようなことが起こったと留えられまtか。
{Thlnklno】
①「下散き」のように 1つの英単'吾で靴き換えられない嗣本語は、他にどノVなものがあります

か。

②「シャーブペンシル」のようなチ山鼎英語は、他にどノνな物がありますか。
閑rHlno】外国人にB*のもの竜説明しよう。
みなさん捻、お茶中を訪問する外国人来校者の力々に、日本文化や日本'癌に0いて話すこと

になりました。 1つの英単讓では罷き換えられない矧本ならではのものを挙げ、央,■で説明L
ましょう。

Iay :敷く 1ead :ブぶ tip :先、先端 Slali0ΠOW :父房具
L /、

①

⑤



お茶の水女子大学附属巾学校紀要抗心染他m4)

6 学習者の姿

①実際の様子

英文読解では、個人で読んだ段階では、すべてのワークシートの問いに答えられてぃた生徒はほと

んどいなかった0 それは、イギリス英語とアメリカ英語の違いや、欧米と厩本の文化的な背景の違い

を知らないと答えられない問いだったためであった。そのため、グループで答えを相談する場面では、

白然と話し合いが活発になった。単に、英語が得煮な生徒が苦手な生徒に答えをそのまま教えるとい

うような単純なものではなく、答えが分からない者祠士が何とか見っけ出そうとして本文の内容を硫

認し合ったり、答えは出してみたものの肉信'が持てず、皮分が出した答えの根拠を説明しながら、自

分でも理解を確認する姿がうかがえた。話し合いの過程の中では、何度も英語本文に戻って確認し△

う姿、「そういう意味だったのか」と内容を耐飴忍し合う中で理解を深めてぃく箏、相手に説明してぃ

くうちに「あ、だからこういうことなんだよ!」と愉分自身のおぽろげであった理解を科劇言に亦えて
いく姿が見られた。

外国人が理解するには説明が必要な日本語にっいて関係代名詞を用いて説明する課題では、個人で

誓いた時に表現しきれなかった部分を質問し合ったり、他者の英語表現に「なるほど 1」と発想や英
語表現を学ぶ姿が見られた。

②考察

英語の学習の中で、基本的な文法の型を知っているからと言って、それが基礎・基本を身にっけた

ことになるとは限らず、長文の逐語訳ができるからと言って、内容を本当に理解してぃるとは限らな

いことは、日々の授業で感じることである。本授業実践例では、長文の内容理解を深める活動と既習

事項を用いた表現活動をおこない、協働的な活動を通して思考・判断・表現力を高めることを目ドし

た0 本実践での生徒の様子から、思ぎ・判断・表現力を育てる授業づくりを目指す上で、協鋤的な活

動は有効だと改めて感じた。生徒同士が協伊珀辧こ関わり合い学ぶことで、佃々に学ぶ以上に気づき
が生まれたり理解が深まったであろう。

また、どのような課題を設定するかは重要である。課題設定の仕方が、生徒の協働的な活動をより

活発にさせ、それにより思考が深まり、表現がより豊かになるかどうかを左右させる一因を担クてぃ

ると言える0 したがって、生徒同士の気づきゃ学び合いを促し、理解を深めたり表現を高められるよ

うな、生徒に「なぜむ「なるほど!」と疑問や驚きを感じさせることができるような発闘や課題文

を工夫する必要があるだろう。対話や協働が虜然にかっ必然的に生まれるような課題設定を今後も乢、
がけたい。

協働的な学習を通して生徒の表現力や理解力を深めることを目指した本実践の中で、生徒たちは

互いに教え合い、意見や助言を与え合い、学び合う姿を見せていた。悩覗動的な学習場面を煮識的に設

定することで、スローラーナーは仲問に質問しゃすくなり、他者から真個、たり助言を得たりしながら

自分自身の表現や理解を高めようとすることができたのではないかと見受けられる。また、スローラー

ナーだけでなく学力上位者にとっても、他者と考えやその根拠を述べ合ったり質問を受けたりする

ことで、思考が明確化され、深化し、定着を促すものと見受けられた。

協働的な学習を成り立たせるためには、生徒同士が互いに学び合おうとできる、オープンな関係、

V 成果と課題
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信頼できる、安心できる閥係がその士壌に必要である。授業者は、本実践を朽「前の段階で、ペアや

小グループでの学習や肉分のことを表現する活動を多く取り入れるようにしてきた。しかし、実践を

通して感じたのは、協勧学習を行えぱ行うほど、さらに生徒が集団の中で安心して話ができるような

生徒相互の好ましい人問関係を築くことにっながっているということである。生徒たちの活動から

は、相手のよさを見つけようと努めたり、互いに1窃力し合ったり、安心して質問したり、アドバイス

を求めたりする姿がうかがえた。こうした関係が、小グループでの活動でもクラス全体の発表の場で

もますますオープンに自分を表現できる士壊を作っていったと考えられる。

今後、恊働的な活動の中で、より対話が活発に起こり、気づきゃ学び合いを促すにはどのような課

題を設定すると有効なのか、引齡涜きぢえていきたい。

<注>

杉江氏、江利川氏の砦書の娠文のまま「協同学習」と表記した。
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